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タケ学の提唱にむけて
2005 年 4 月 30 日

例会の開かれた 4月末ごろ、山は新緑の雑木林、暗緑色のスギ・ヒノキ林そして黄色く枯れたような

竹林の三色に塗り分けられて、あらためてタケの多いことに気づかされた。タケの落葉期である旧暦 3

月は、竹の秋と呼ばれる。本例会では、このように身近な植物であると同時に、一斉開花枯死など不思

議な習性を持っている「タケ」について考えてみることにした。

最初に、川野和昭氏（鹿児島県歴史資料センター黎明館）が、「タケの焼畑――焼畑民の森と再生」と

題して報告した。トカラ列島から南九州にかけて、「木の山」より「タケの山」を好んで伐開するタケ

の焼畑がみられる。タケの焼畑は、1年目にはアワを栽培するアワ山、2年目は筍畑、3年経てば元の竹山、

10 年経てばまたアワ山といわれるように、休閑植生の回復も早く、休閑期間にも植物利用が可能であ

り、さらに伐開がより簡単である。一方、ラオスのカムの人びとの焼畑耕作でも「タケの山」は好まれ

る。とくに若い休閑地では筍や山菜の採取がさかんで、「若い森は食べられる」と表現される。タケを

とおして南九州と東南アジアを見てみると、焼畑、民具（竹細工）などに共通点が多い。たとえば、ト

カラ列島で株立ちのリュウキュウカンザンチクを伐採するヤマキイと呼ばれる山刀は、同じく株立ちの

タケを伐採するラオスの山刀と同じ形状をしている。「タケの焼畑」をキーワードとする研究は、鹿児

島の文化をより広い世界の中に位置づける作業である。

続いて蒔田明史氏（秋田県立大学生物資源科学部）が、「タケの不思議な開花習性――その生活史はど

のように進化してきたのか？」と題して、タケとササの生活史について報告した。ササは北方に適応し

たタケで、長寿命・一回繁殖性・一斉開花性という特異な生活史を持ち、一斉に枯死したときに森林の

動態に大きな影響を及ぼすキーストーン種である。比良山系で 1977 年に開花したイブキザサ、八甲田

山で 1980 年に開花したチシマザサの長期継続調査が紹介された。温帯性のタケは、竹林を形成し、開

花周期が長くかつ一斉開花性が強い。他方、株立ちでパッチ状に分布する熱帯性のタケは、開花周期が

比較的短く、かつ一斉開花性が弱い可能性がある。熱帯から温帯への広がったタケの進化の過程で、開

花周期・地下茎の形態・群落構造がともに変化していったと考えられる。

最後に柴田昌三氏（京都大学大学院地球環境学堂）が、「タケは世界を救えるか？――竹・人間関係学

のいま」と題して、産業、文化の視点から世界レベルでタケを見る必要性を訴えた。中国、ベトナム、

インドネシア、タイ、インド、ネパール、コロンビア、チリのさまざまな竹利用の事例が紹介された。

イギリス、フランス、ベルギー、アメリカなどタケの自生しない国々でも、耐寒性を持つタケは鮮やか

な緑で暗い冬を明るくするため、造園植物として人気がある。一方、タケを持ちながらタケを思い出せ

ないのが日本である。日本の文化はタケを抜きにして語れないが、竹材・筍ともその国内生産は激減し
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ている。放置竹林（竹やぶ）が拡大して問題となっており、竹の有効利用と竹林の適切な管理の方策が

求められている。発展途上諸国では、とくに防災・環境保全に自生種であるタケが期待されている。タ

ケが持つ植物としての有用性を再認識し、21 世紀の環境問題もふまえた新たな産業、文化を創出する「タ

ケ学」を提唱したい。

総合討論では、神崎護氏（京都大学大学院農学研究科）が、三氏の報告へのコメントとして、ミャン

マー・バゴー山地での研究を紹介した。東南アジア大陸部の落葉混交林では大型のタケが下層を覆って

いる。上層のチークなどの高木、下層のタケで構成された落葉混交林では、タケの開花一斉枯死のタイ

ミングにあわせてチークの伐採更新を行うと稚樹が被陰から開放されてうまく成長する。一方、そこで

の焼畑は、上層の高木を切り倒したあと、下層のタケのバイオマス成長によって、十数年の休閑サイク

ルを実現している。

持続的生産性、早い収穫ステージなどのタケの長所は、竹材利用や焼畑休閑にうまく利用されてきた。

また林業ではタケの開花枯死に合わせた施業が古くから試みられてきた。タケの開花にかかわる研究

は、数十年、あるいは 100 年に 1度のチャンスをとらえる研究である。2006 年の冬には、インドのアッ

サム州でメロカンナ竹の開花が予想されていて、柴田氏を中心に調査が予定されている。タケを見直し、

その特性を引き出す「タケ学」の今後に大いに期待したい。
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